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宮崎 産 タ テハ モドキ の 生態 学 的 研究 
1 . 宮崎 市 に お ける 成虫 越冬 
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関 央 信 


Ecological studies on Precis almana LINNAEUS (Nymphalidae) in Miyazaki 
1. On over-wintering of adult butterfly in Miyazaki City 


By TERUNOBU Sgki 


1. は し が き 

宮崎 市 K お いて は , 従来 た だ 例 の 採集 記 毎 と よっ て 。 迷 召 と され て いた クチ ハ モドキ が , 1963 年 10 月 か ら 毎年 
採集 され る よう に な り (筆者 未 発表 ), と くに 1965 年 に は 筆者 の ほか に , 中 尾 , 北 内 に よる 採集 報告 も あり , 大 発 
生 が 確認 され る に 至っ た 。 し か し 発生 の 原因 が 土着 こよ る も の か , 偶 産 に よる も の か に つい て は , まだ 解明 され て 
いな い 。 

筆者 は この 問題 を 究明 する 重要 な 手がかり の ひと つと し て , 野外 採集 お よび 飼育 実験 に よっ て , 成虫 越冬 の 実態 
を 明らか に し た の で 報告 する 。 

調査 を すす め る に あたり , 九州 大 学 の 白水 隆博 士 か ら は , 文献 に関する 丁重 な ど 教 示 を 賜わり , 宮崎 大 学 の 吉田 
敏治 助教 授 か ら は 引 切 な 助言 を いた だ いた 。 こ と と に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 

な お , と の 報 文 は 1966 年 5 月 22 日 , 九州 大 学 理学 部 で 開か れ た 第 11 回 日 本 生態 学会 九州 地区 大 会 で 発表 し た も の 
に , 若干 の 知見 を 補 な っ て まとめ た も の で ある 。 


2 . 材料 お よび 方 法 


1. 野外 採集 野外 採集 の 方 法 は , 宮崎 市 下北 方 町 に お いて は , 大 淀川 の 堤防 に 沿っ て , 幅 30m, 長 さ 1000m に 
わた る strip を 設け , 1965 年 11 月 か ら 1966 年 4 月 まで , 毎月 3 回 ~ 6 回 , 10 時 か ら 12 時 まで の 間 , 調査 区 域内 を 自 
転 車 ま た は 徒歩 で 調査 し , strip 内 で 発見 し た タテ ハモ ドキ (ecfs almana LINNAEUS) を 捕虫 網 で 採集 する 方 法 
を と っ た 。 なお, 発見 で き て も 採集 で き な か っ た 個体 や , 採集 し な か っ た 個体 は , 目撃 個体 数 と し て 記録 し た 。 宮 
崎 市 大 塚 町 お よび 宮崎 市 本 郷 南方 と お ける 採集 調査 も , この 方 法 に 準じ て 行なっ た 。 野外 に お ける 気温 の 記録 は , 
採集 地 (宮崎 市 下北 方 町 ) の 近く に ある 宮崎 地方 気象 台 (宮崎 市 和 知 川原 町 ) の 測定 と に よる も の を 参考 に し た 。 

2. 飼育 実験 飼育 実験 の 方 法 は 1965 年 11 月 と 12 月 に , 野外 で 採集 し た 20 個 体 じ つい て , 宮崎 市 下北 方 町 榎木 元 
に ある 宮崎 県 立 宮 崎 商業 高等 学校 の 生物 準備 室 の 北側 の 室内 で 行なっ た 。 個体 識別 の 容易 な 個体 は , 縦 30cm, 横 
34cm, 奥行 30cm の 木製 飼育 箱 2 個 に , 5 頭 ず つ 収 容 し , 個体 識別 の 困難 な 個体 に つい て は , 口径 14cm, 高 さ 12 
cm の 素 焼 鉢 に , 径 15cm の 大 型 ペ トリ 皿 を ふた に し て か ぶせ た も の を 10 個 用 意 し , この 中 に 1 頭 ずつ 収容 し て 実 
験 を 行なっ た 。 

ミ 験 中 の 給餌 は , 10 少 sucrose 水溶 液 を 用 い , 針金 の 先 に つけ た 綿 球 , また は , 時 計 皿 か ら 直接 与え た 。 

給餌 日 お よび 給 餌 の 回 数 は , 気温 が 18?C 以上 に 上 昇 し , 蝶 が 活動 で きる 日 を 選び , それ ぞ れ その 日 1 日 に つい 
て 1 回 ずつ 与え る と と を 原則 と し た 。 し か し , 気温 が 18*C 以下 の 日 で も 摂 食す る 個体 に つい て は , 給餌 し た 場合 




















* 宮崎 市 下北 方 宮崎 県 立 宮崎 商業 高等 学校 
1) 2) 3) 引用 文献 の 番号 
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も あり , その つど 記録 を と っ た 。 
室温 の 測定 は , 飼育 箱 内 に 最高 最低 温度 計 を 置き , 毎日 記録 し た ? 
3 . 調査 結果 お よび 実験 結果 

1 野外 調査 宮崎 市 に お いて , 1965 年 11 月 か ら 1966 年 4 月 まで の 間 ( に 確認 し た タテ ハモ ドキ の 採集 お よび 目撃 地 
点 を 示す と , 第 1 図 の と お り で ある 。 

調査 期間 中 の 採集 個体 数 は 85 頭 , 目撃 個体 数 は 159 頭 , 総記 
録 は 244 頭 に 達し た 。 

採集 個体 数 お よび 目撃 個体 数 を , 採集 地 別 , 月 別に まとめ 
て , その 主要 な も の に つい て の 結果 を 示す と 第 1 表 の と お り に 
な る 。 

と の 結果 か ら , 調査 期間 中 を 通し て 毎月 , 活動 成虫 が 採集 さ 
れ , 野外 で の 越冬 が 確認 され た 。 ま た 3 月 一 4 月 に か け て 多数 
の 汚損 個体 が 採集 で きた と と も , 越冬 確認 の 証拠 と な る も の で 
ある 。 

越冬 中 に 活動 し て いる 個体 は , 日 当り の よい 坦 防 の 枯草 の 上 
や , 水田 の 星 時 など で , 次 を 開い て 日 光 浴 を し て いる も の が 多 
い が , な か に は 摂 食 ( 吸 蜜 ) する 個体 も 認め られ た 。 

吸 蜜 が 確認 され た 植物 を 調査 し た 結果 を 示す と 第 2 表 の と お 
り で ある 。 な お 吸 蜜 は 目撃 し な か っ た が , 越冬 期間 中 に 開花 が 
認め られ た 植物 は , と の ほか に スミ レ 科 , カタ バ ミ 科 な ど 12 科 
に 達し た 。 

















第 1 図 (Fig.1) 宮崎 市 に お ける タテ ハモ ドキ の 調査 期間 中 の , 野外 に お ける 気温 の 変 光 は , 第 2 図 の と お り 
採集 お よび 目撃 地 (1965 年 11 月 一 1966 年 で ある 。 
4 月 )。 @ 採集 地 , 〇 目撃 地 。 採集 地 ( こ お ける 初 束 ・ 初 水 の 記録 は , 11 月 27 日 , 晩 義 の 記録 








Localities of Precis APG in は , 4 月 2 日 で あっ た 。 
Miyazaki City observed during Nov. _ 
1965 to April 1966. @ collected, 〇 2 . 飼育 結果 越冬 を 実験 的 に 証明 する 目的 で , 1965 年 11 月 


observed. と 12 月 に , 野外 で 採集 し た 20 個 体 に つい て 行なっ た 飼育 実験 の 
結果 は , 第 3 表 の と お り で ある 。 





第 1 表 (Tab.1) 宮崎 市 に お ける タテ ハモ ドキ の 採集 お よび 目撃 数 (11 月 一 4 月 )。 カッ コ 内 数 字 は 目撃 数 
メーー-X は 未 調査 期間 (Number of precis almana collected or observed in Miyazaki City from 
November, 1965 to April, 1966. Number in brankets is observed one and not collected. 


メーーX : the period of non-observation ). 
Date | 


| 11 月 | 12 月 1 月 2 月 | 3 月 4 月 Total 
Localities NOVEMBERJDECEMBER| JANUARY FEBRUARY MARCH APRIL 





RRS 86: 2 CS EE BO I DE SS | 4 
(下北 方 町 ) (12) (7) (O) (6) 0) (0) 0) (0) (0) (0) (2) (3) (0) (2) (1) (②⑫) (3③) (3) | (41) 





Otsuka-cho 0 Co00e0 eo 0 0 Ob OO.O る ED 
(大 塚 町 ) | Q2) ⑦ (0 (6) (3) (② (② (② OO Q) BBM ⑯) (8) (6) (9) | (78) 
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Hongominamikata 1 0 1 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 90 0 | ぉ s 


(本 卿 南 方 ) | ③) ⑫) (0 ⑫) ⑩ 0) ©) ©) OO (0) ( (0) 0) Q) O) 2 1 2) | (13) 














Kamizuru-cho x XxX 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 2 
(上 水流 町 ) x x 0) 0) (0) (⑩) O) WD Q) (0) ①) A (①) (⑫) C8) 
SE 10 10 2 2 23 34 | 81 
(43) (19) (④) (10) (23) (41) (140) 








ーー 


第 2 表 (Tab.2) 鐘 奏 に お ける 吸 密 植物 (Honey plants in wintering season) 
症 花 多 し (much flowering seen) 


エー 花 少し (some flowering seen ) 
=: 「 花 な じ (no flowering seen) 


ーー 


; 花 期 Flowering Time 
Honey Plants 吸 密 植物 





DECEMBER | JANUARY FEBRUARY 

















: Chrysanthemum morifolium var. sinense MAkrNo PP SE 、 境 - 水 2 
Chrysanthemum coronarium var. spatiosum BAILEY ー エエ 士 寺下 計 持寺 
Sonchus oleraceus L. RE 年 MA 人 2 
Veronica caninotesticulata MIAKINO ー 一 一 エー エ BDP 
Veronica persica POIR. ー 一 一 エー 二 ーー 利 ら = 半 。 2 
Astragalus sinicus L. n SR。 EE、 ME 2 二 9 。3R 








Allium fistulosum L. 一 
Cardamine flexuosa WITHERVNG に キー エー キモ 叩 R 


CZ の ye/7Z Bursa-pastoris MEDICUS pi 皇 : * 下 キー > ES 





Raphanus sativus var, acanthiformis MAKINO 圭 エー 士 キ 填 壮 に 








Brassica juncea COSS. ホホ 中 キー 














Brassica campestris subsp. Napus var. nippo-oleifera 届 。 SR 0 


MAkrNo 


ーー 
1966 年 4 月 30 日 を 越冬 完了 日 と する と , 実験 に 供し た 20 個 体 の うち , 11 個 体 が 越冬 を 完了 し た 。 ま た 最も 長い 越 
冬 生 存 の 記録 は , 個体 番号 11 一 2 の 1965 年 11 月 2 日 採集 , 1966 年 6 月 13 日 死亡 の 個体 の 生存 日 数 224 日 で あっ た 。 
飼育 中 に 見 られ た 越冬 次 勢 は , 燃 を 閉じ , 触角 を 次の間 に か くし , ほとん どの 個体 が 頭 部 を 重力 に 対し て 正 の 方 
向 に 定め て , 飼育 箱 の 天井 また は 壁 に 静止 し ,。 キタ テハ の 越冬 に 類似 し て いた 。 

飼育 中 の 室温 の 変化 を 記録 し た 結果 は , 第 3 図 の と お り で ある 。 

飼育 中 の 温度 反応 に つい て は , 12°C~10°C に 降 温 する と , 寒冷 マヒ が お と こと りら, 静止 し て いる 個体 に 無理 と 接触 
する と , その まま 落下 し , 脚 を 閉じ た まま 微動 さえ し な い 状 態 を 呈し た 。 また 189"C 一 20*C だ 昇 温 す る と , 自然 に 
覚醒 し , まず 触角 を 動か し , 次 を 開閉 させ , 歩行 な ら び 飛翔 を は じ め た 。 
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第 2 図 (Fig. 2) 野外 に お ける 気温 の 変 ぶ 化 ( 宮 第 3 図 (Fig.3) タテ ハモ ドキ 飼育 密 内 の 気 選 
崎 市 )。 ー 一 最高 ーー 最低 , Ne (1931~ の 変化 。 6 
1960 年 )。 ] Temperature in the breeding room! lof adult 
Temperature in the field of Miyazaki City. butterfly of Precis almana in Miyazaki City。 . 
人 SR ーー-Minimtm・ ーー Average シン ease 
931 一 60). 
4 


宮崎 市 と お いて , タテ ハモ ドキ が 越冬 で きる か 。, 
物 が 十分 に 存在 する と と が 絶対 の 条件 で ある 。 と 
ある 。. 

















どう か と いう こと と は , 
の 調査 ・ 実 験 も と の と と を 解明 する 


耐え 得る と と と , 吸 密 植 
目的 で 行なわ れ た も の で 


冬期 の 低温 に 








は 毎朝 の 最低 





1 . 耐寒 性 調査 地 に お ける 気温 の 変化 は , 第 2 NSR 2 0 
気温 が 零度 以下 に な っ た 日 が , 8 日間 も あり , と くに 1 月 23 月 に は , 21 年 振り の 降 当 を 記録 し 生存 が 危ぶま れ た 。 
し か し , その 後 も 毎月 , 野外 で 沿 提 全体 が 近 集 され 確実 に 越し た と と が 明らか に な っ た 。 

調査 の 年 は と くに 寒さ が 厳し か っ た の で ある が , 気温 の 変化 に 関し て は , 「 義生 間 の 平和 員 と 比 剛 し て 赤 
し て みて も , 十分 に 信用 で きる と と ろ で ある 。 

な お 秋 か ら 春 に か け て , 同一 調査 区 域内 で , 毎月 , 成虫 を 採集 し て , タテ ハモ ドキ の 越冬 を 確認 し た 記録 に つい 
NT NN 

野外 に お ける 越冬 場所 に つい て は , は っ きり し な い が , 下北 方 町 で は , 堤防 の 枯れ た スス キ の 葉 裏 (1 例 1 泊 ) , 


本 郷 南方 で は , 者 
と か ら 考 える と , 


度 反応 と と も に さら 調査 ・ 実 験 を 続け て みた い 。 


OH する た め に 行なっ た 大人 NN 人 20 の うち 2 を 


結果 を 立証 し た 。 


蒸 地 周縁 の ササ の 葉 0 0 
DE は 測 定 気温 よ りか な り 低 い 気 温 に 耐え た とこ と が 推測 され る es 


致 光 低 温 淀 り に つい で は , 温 


野外 採集 の 
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飼育 実験 中 に 死亡 し た 個体 の 死因 に つい て は , 採集 時 まで の 生存 日 数 が わか ら な い の で は っ きり し な い が , 寿命 
に よる も の が 一 番 多 く , つい で 負え の た めで あろ うと 考え る が , さら に 検討 を 要する と ころ で ある 。 

タテ ハモ ドキ 成虫 の 秋 か ら 冬 に か け て の 飼育 記録 に つい て は , 別に 福田 の 報告 が ある が , 供 試 個体 は いずれ も 2 
月 14 日 まで に 死滅 し て お り , 飼育 越冬 に 成功 し た の は , とれ が 最初 で ある 。 また , 個体 番号 11 一 2 に よる 224 日 間 
の 生存 記録 も 新 記 録 で ある 。 

2 . 吸 蜜 植物 と 食 草 越冬 中 の 吸 密 植物 に つい て は 第 2 表 に 示し た よう に , 開花 植物 の 存在 も , 吸 蜜 行動 も 確認 
され た が , 採集 時 の 観察 お よび 飼育 実験 の 結果 か ら 判 断 す る と , 秋 に 充分 に 吸 蜜 し た 個体 で は , 少く と も 12 月 か ら 


第 9 表 (Tab. 3) 11 月 一 4 月 の 飼育 記録 (Breeding record from November to next April) 


口 摂 食 せ ず (Nofeeding) 
10 日 に 1 回 摂 食 (Feeding once during ten days) 


O 

②⑨ 10 日 に 2~3 回 摂 食 (Feeding twice or thrice during ten days) 

⑧ 毎 日 i 食 (Every day feeding) 

x (Death) 

個体 番号 | 季節 型 | 性 | 探 集 月 日 飼育 経過 
| 個人 a Sex Date of Process of Breeding 
lelalolololololelololely. 7| 187 

fau. O opk HO OOIOI@OO 187 
tau | 6 | Xl. 2 bean 4 
au. M9 48 


4| fau. | MA 
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2 月 まで の 厳寒 期 に は , 吸 密 を し な く て も 越冬 で きる 可能 性 が 強い 。 

また 3 月 に は いる と , 訪 花 (特に アブ ラナ ) し て 吸 蜜 す る 個体 が 目立っ て 増え て くる が , と れ は 交尾 お よび 産 牙 
と 関係 が ある も の と 推測 され る 。 

越 科 成虫 の 交尾 に つい て は , 1966 年 3 月 4 日 (1 例 採集 ) , 3 月 5 日 (1 例 採集 ) , 3 月 17 日 (1 例 採集 ) を 確 
認 し て いる が , タテ ハモ ドキ の 越冬 成虫 が , 越冬 前 に 交尾 を すま せ て いる の か , それ と も 越冬 後に 交尾 する の か に 
つい て は 他 に 報告 が な く , と れ が 最初 の 記録 で も る 。 

越冬 後 の 産卵 植物 ( 食 草 ) に つい て は , 1966 年 4 月 か ら 5 月 に か け て , 大 塚 町 お よび 下北 方 町 の 調査 地 に お い 
て , オギ ノッ メ (ygrobhila lancea (THop.) MiQ.) に 直接 産 付 さ れ た 卵 を 採集 し て お り , 幼虫 は 野外 , 飼育 
と も に , オギ ノ ツ メ で 順調 に 発育 し 羽化 する こと を 確認 し た 。 と の 記録 は 別 報 で 詳細 に 報告 する 。 

な お 宮崎 産 メ テハ モドキ の 食 草 オギ ノ ツ メ は , 宮崎 市 新 別府 町 に お いて , 中 尾 が 確認 し た の が 最初 の 記録 で 
ある 。 


以上 の 結果 か ら , 設定 条件 に 従っ て , 宮崎 市 に お ける タテ ハモ ドキ の 成虫 越冬 が 立証 され た わけ で ある 。 

最後 に , 土着 か 偶 産 か の 問題 が ある が , この こと と に つい て は 次 報 で 論議 する 。 た だ 宮崎 市 大 塚 町 か ら 下北 方 町 一 
帯 こ かけ て は , ① 成 虫 越冬 が 確認 され た と と , ② 春の 食 草 オギ ノ ツ メ が 確認 され た と と , ⑨ 食 草 オギ ノ ツ メ か ら 
の 第 一 化成 虫 の 発生 が 確認 まれ て いる と と , な どの 理由 か ら 土 着 は まず 間違い な いと と を 予告 し て お く 。 


5. 摘 要 

(1) 1963 年 10 月 以来 , 宮崎 市 に お いて タテ ハモ ドキ の 生息 に 注意 し て きた が , 1965 年 に は 大 発生 が 確認 され る に 
至っ た 。 

(2) 1965 年 11 月 か ら 1966 年 4 月 に か け て , 野外 採集 に よっ て 成虫 越冬 を 確認 し た 。 

(3) 宮崎 市 に お ける 成虫 越冬 の 記録 は , 生態 分 布 の 最 北限 に 当る 。 

(4) 野外 に お ける 最低 気温 の 記録 は , 本 調査 に よる 測定 で は , 一 3.5°C で あっ た 。 

(5) 越冬 中 で も 気温 の 高い 日 (18°C 以上 ) に は , 飛翔 活動 お よび 吸 蜜 行動 が 認め られ た 。 

(6) 1965 年 11 月 と 12 月 採集 し た 20 個 体 に つい て の 飼育 実験 で は , 1966 年 4 月 30 日 まで に 11 個 体 が 越冬 を 完了 
も た 。 

(7) 飼育 実験 の 結果 , 10*C 一 12C で は 寒冷 マヒ が お と り , 18"C 一 20?C で は 自然 に 覚醒 が お と る と と を 観察 
し た 。 

(8) 宮崎 市 大 塚 町 下北 方 町 に お ける 食 草 は オギ ノッ ツメ で ある こと を 確認 し た 。 
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SUMMARY 


Before the outbreak of Precis almana began from 1965 in Miyazaki City, Southern Kyushu, the 
butterfly rarely found in this district was considered as the migrant from more southern area. I 
engaged the ecological study of the species since October 1963, and I could prove the butterfly 
can survive the winter in adult stage and can continue their generations in this city by field 
collecting and breeding experiments in laboratory from November 1965 to April 1966, 
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